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コ
ロ
ナ
と
共
に
あ
る

学
校
運
営
の
あ
り
方

本
年
初
め
か
ら
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

人
々
の
生
活
様
式
や
産
業
の
あ
り
方
な
ど
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
業
界
に
お

い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

が
無
か
っ
た
時
期
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
考
え

方
や
手
法
で
は
通
用
し
な
い
時
代
が
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。

大
学
に
お
い
て
は
5
月
か
ら
授
業
を
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、
学
生
を
登
校
さ
せ
る
こ
と

な
く
前
期
を
終
了
し
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
準
備

を
整
え
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
授
業
を
運
営

で
き
た
の
に
は
、
教
職
員
の
大
変
な
努
力
と
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
附
属
・
併
設
校
に
お
い
て
も
、
先
生
方

が
動
画
を
活
用
し
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
導

を
行
っ
た
り
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
高
い
教
育
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
数
年
続

く
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
長
期
的
な
視

点
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
法
人

と
し
て
も
、
学
生
・
生
徒
・
教
職
員
の
感
染
予
防

に
最
大
限
留
意
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
変
化
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の
教
育
・
研
究
環
境
整
備
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
へ
の

経
済
的
支
援
を
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
保
護
者
の
家
計
急
変
や
、
学
生
自
身
の
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
の
大
幅
な
減
少
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に

よ
り
機
器
や
通
信
環
境
整
備
の
た
め
の
急
な
支
出

が
生
じ
、
さ
ら
に
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
に
よ
っ
て

水
道
・
光
熱
費
等
の
生
活
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
学
業
の
継
続
や
生
活
そ
の
も
の
が
困
難
な

状
況
で
、
食
費
等
を
切
り
詰
め
な
が
ら
生
活
を
し

て
も
授
業
に
必
要
な
教
科
書
を
購
入
で
き
て
い
な

い
学
生
も
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
本
学
と
し
て
は
〝
コ
ロ

ナ
に
よ
る
退
学
者
を
1
人
も
出
さ
な
い
〟
を
合
言

葉
に
、
在
学
生
へ
の
一
律
6
万
円
、
総
額
5
億
円

以
上
の
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
3
億

円
を
目
標
と
し
た
「
コ
ロ
ナ
対
策
学
生
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
募
金
」
を
創
設
し
、
学
生
の
学
業
継
続

の
た
め
の
支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
本
基
金
に
は
、
校
友
会
か
ら
の
1
億
円
を
は

じ
め
多
く
の
団
体
・
個
人
の
皆
様
に
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
学
校
運
営
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
で
学
生
支
援
の
た
め
に
本
当

に
必
要
な
も
の
は
何
な
の
か
を
再
検
討
し
て
、
予

算
の
見
直
し
と
迅
速
な
再
配
分
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

就
職
・
産
学
連
携
に
つ
い
て

学
生
へ
の
教
育
の
成
果
、
学
生
の
努
力
の
成
果

と
し
て
表
れ
る
の
が
就
職
で
す
。
芝
浦
工
業
大
学

の
10
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
は
、
こ
れ
ま
で
社
会

の
中
核
を
担
い
、
広
く
産
業
界
で
活
躍
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
企
業
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
伝
統

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
高
い
就
職
実
績
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
就
職
内
定
率
も
9
7.
3
％
と

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
大
切
な
の

は
学
生
が
希
望
す
る
進
路
に
進
め
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ
の
指
標
、
日
経
平
均
株

価
指
数
の
採
用
銘
柄
な
ど
を
参
考
に
選
定
さ
れ

た
「
有
名
企
業
4
0
0
社
へ
の
実
就
職
率
」
で

は
、
2
0
1
8
年
度
に
3
2.
2
％
で
卒
業
生

1,
0
0
0
人
以
上
の
私
立
大
学
の
4
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
従
来
の
よ
う
な
就
職
活
動

鈴見健夫
理事長
歩みを止めない法人改革
2027 年の創立 100 周年に「アジア工科系大学トップ 10」になるという
目標を掲げている芝浦工業大学。2月に就任した鈴見健夫理事長に、

新型コロナウイルスの影響が大きくなっている中で、
学校法人としてどのように学校運営を行っていくか、社会に向けたメッセージも含め、

話を伺いました。

鈴見健夫理事長   歩みを止めない法人改革
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か
ら
手
法
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
課
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
生
指
導
な

ど
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
村
上
学
長
を
中
心
に
、

教
育
の
質
保
証
と
高
い
教
育
成
果
を
上
げ
る
た
め

に
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
校
友
会
と
も
緊
密
に

連
携
を
取
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
採
用
し
て
い
た
だ

く
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
産
学
連
携
に
お
い
て
も
、
企
業
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
、解
析
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
で
新
た
な

技
術
開
発
、
企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
大

学
と
企
業
が
手
を
結
び
新
し
い
製
品
開
発
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

改
革
の
歩
み
を
止
め
な
い

芝
浦
工
業
大
学
は
2
0
2
7
年
に
創
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
第
二
校
舎
の
建
築
を

決
定
し
、
2
0
1
9
年
11
月
に
着
工
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
こ
の
第
二
校
舎
で
は
、
英
語
に
よ
る

授
業
の
み
で
学
位
が
取
得
で
き
る
「
先
進
国
際
課

程
（Innovative G

lobal Program
）」（
本
年
10

月
開
講
）
の
研
究
室
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
研
究

室
の
仕
切
り
を
な
く
し
、
意
見
交
換
が
自
由
に
行

え
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
開
設
す
る
な
ど
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
・
大
学
院
教
育
の
充
実
や
研
究
力
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

教
育
・
研
究
・
学
生
生
活
に
必
要
な
環
境
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
改
革
の
歩

み
を
止
め
ず
、
こ
れ
か
ら
も
前
に
進
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
本
学
卒
業
生
で
あ
る
私
は
、
母
校

の
発
展
と
生
徒
・
学
生
を
中
心
に
据
え
た
学
校
経

営
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
教
職
員
が
よ
り
働
き
が
い

を
持
て
る
職
場
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
対

応
し
て
、
学
生
・
生
徒
・
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
学
校
法
人
と
し
て
責

任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

1 本⽥技研⼯業株式会社 13

2
三菱電機株式会社 9
キヤノン株式会社 9

4 セイコーエプソン株式会社 7
5 ソフトバンク株式会社 6
6 株式会社NTTファシリティーズ 5

7

パナソニック株式会社 4
京セラ株式会社 4
ダイキン⼯業株式会社 4
清⽔建設株式会社 4
マイクロンメモリジャパン合同会社 4
ボッシュ株式会社 4

1 東⽇本旅客鉄道株式会社 20
2 東海旅客鉄道株式会社 17
3 株式会社 SUBARU 14
4 ⼤和ハウス⼯業株式会社 12

5
本⽥技研⼯業株式会社 10
ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社 10

7
⽇本電気株式会社 9
⼤成建設株式会社 9
株式会社⽵中⼯務店 9

10
積⽔ハウス株式会社 8
⽇本発条株式会社 8

●大学院卒

●学部卒

2019 年度就職先ランキング

世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、本学では、最重要である学生の安全を
確保するため、8 月 3 日まで大学キャンパスを閉鎖し、授業はすべてオンラインで実施するなど
感染防止に向けた対策を講じております。

そのため、パソコン、通信設備などの学習環境を整える費用として、先般、約 8,700 人の在
学生に対し一律 6 万円、総額 5 億円以上の給付奨学金支給を決定いたしました。

しかしながら、家計支持者の収入激減や学生のアルバイト収入の減少などにより、学業継続
が困難になる学生もいることが明らかになってきており、当座の生活資金を含め、さらなる経
済的支援の拡大が必要となってまいりました。そこで、これらの経済的支援を行うため 3 億円
を目標に学生支援プロジェクトを立ち上げることとしました。

つきましては、卒業生や教職員をはじめとして、広く個人・団体・法人の皆様に学生の学業
継続のためのご支援ご協力お願いする次第です。

本学は、Nobody left behind「誰も取り残さない」―芝浦はコロナ退学者を一人も出さないー
を合言葉に教職員が一体となって教育の質保証に努めてまいります。そして、一人でも多く、こ
の大きく変わってゆく世界で活躍できる技術者を輩出し、社会に貢献していきたいと考えており
ます。

何卒よろしくお願い申し上げます。

以　上

学校法人芝浦工業大学	 理	事	長	 鈴見		健夫
芝浦工業大学	 学	 	 	 	長 	 村上		雅人
芝浦工業大学校友会	 会	 	 	 	長	 加藤善次郎
芝浦工業大学後援会	 会	 	 	 	長	 柴山		裕子

スマートフォンは
こちらから

「芝浦工業大学コロナ対策学生支援プロジェクト募金」の
趣旨に基づく学生への緊急経済支援

1 口 1 万円
なお、口数は１口未満でもご厚意を受け取らせていただきます

2021 年 3 月 31日まで

本学 Web サイトからお願いいたします

１. 募集目的

２. 募集金額

３. 募集期間

４. 申込方法

コロナ対策学生支援プロジェクト募金
コロナによる退学者を一人も出さない 

豊洲キャンパス第二校舎外観イメージ図
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事
前
の
準
備
と
全
学
挙
げ
た

サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
順
調
に
進
行

4
月
23
日
に
は
学
長
室
か
ら
全
教
員
（
非
常
勤
講

師
含
む
）
に
「
遠
隔
授
業
の
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
提
示
す
る
な
ど
、
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
決
定
以

降
、
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。
入
念
な
事

前
準
備
に
よ
り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
無
く
順
調
に
前

期
の
授
業
を
終
え
ま
し
た
。

学
生
の
積
極
的
な
授
業
参
加
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化

「
出
席
率
が
良
く
な
っ
た
」
と
複
数
の
教
員
か
ら

声
が
上
が
る
ほ
か
、
学
生
か
ら
は
実
技
系
科
目
の
学

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

一
方
で
、
大
人
数
の
授
業
で
は
（
カ
メ
ラ
が
オ
フ

で
）
学
生
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
態
度

が
視
覚
か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
が
共
通
の
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

教
員
・
職
員
・
学
生
協
働
で
の

授
業
改
善

4
月
に
は
村
上
雅
人
学
長
の
指
示
で
「
遠
隔
授

業
に
関
す
る
F
D
S
D
※
研
究
会
」
が
発
足
。

Zoom

の
機
能
を
体
験
し
た
り
各
組
織
で
の
試
み
や

ア
イ
デ
ア
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
授
業
開
始
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
も

よ
り
良
い
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
構
築
に
向
け
て
定
期
的

に
継
続
し
て
い
ま
す
。

※�FD
��Faculty�developm

ent

、
教
育
組
織
お
よ
び
教
員
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
教
育
改
善
、
教
え
る
技
術
や
方
法
の
向
上
・

開
発
な
ど
を
目
的
と
し
た
組
織
的
な
各
種
の
取
り
組
み

※�SD
��Staff�developm

ent

、
教
職
員
が
大
学
な
ど
の
運
営
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、
能
力
・
資
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
研
修

　

ま
た
教
務
担
当
部
署
以
外
か
ら
も
40
名
近
い
事
務

職
員
が
、
事
前
研
修
を
受
け
て
教
員
の
問
い
合
わ
せ

対
応
な
ど
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
サ

ポ
ー
ト
に
従
事
。
学
生
自
治
会
か
ら
も
学
生
の
意
見

を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
ま
と
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を

併
用
し
た
後
期
以
降
の
授
業
開
講
や
、
改
善
に
関
す

る
要
望
が
大
学
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
教
員
・
職
員
・

習
の
難
し
さ
に
つ
い
て
声
が
上
が
る
一
方
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
を
評
価
す
る
声
も
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
（
授
業
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
よ

り
）。
ま
たZoom

の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
や
レ
ポ
ー
ト

提
出
時
の
コ
メ
ン
ト
で
、
授
業
の
分
か
ら
な
い
点
の

質
問
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
活
用
で
き

る
ツ
ー
ル
の
提
案
、
授
業
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
の

●�教室での授業と比べてスクリーンや黒板の内容が目の前のモニタで見られ、集
中できる。

●�映写内容を見落とした時に、板書のように残っていなかったり、近くの友人に
聞けなかったりするので注意が必要

●�チャットだと教室で質問するよりも、ハードルが下がる
●�当初の不安とは異なり、普段の授業と変わらず、違和感なく授業を受けられた。

学生の声（要約して抜粋）

● 通信環境整備用の臨時奨学金（6 万円）を全学生に給付
●  パソコンを用意できない学生への機器サポート
●  学生向けオンライン受講ガイド／教員向けオンライン授業

実施ガイドやマニュアルの整備・周知
● 教員向けに学修マネジメントシステムのダウンを想定した授

業運営手法、代替策の紹介
● アクセス負荷試験、処理の最適化、データベース整備など

のシステムチューニング
● 学科クラス担任や学科教員による、学生とのZoomミーティ

ングを通じたコミュニケーション

「オンライン授業が順調に進んでいるのは、
教職協働での事前の準備が順調に進んだこ
と。また、情報システム部門のみに負担をか
けることなく、学生課をはじめとする各事務
部門や教員が、学生に対するサポートをしっ
かり実施しているためと思います」

　感染拡大防止のため 4 月から学内施設を閉鎖し、
前期・第 1 クオーター開始から学部と大学院の全
ての授業をオンラインで実施。学生・教員へのマニュ
アル周知、システムなどの環境整備、各授業担当
者の入念な事前準備などの前もった対応により、大
きなトラブル無く順調に前期の授業を終えました。

「選択肢はこれしかない」
全授業のオンライン開講

教育の大転換

井上 雅裕 副学長

「逆境を順境に変える」芝浦工大のたゆまぬ前進

教育･研究
一大転換期の到来

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大に端を発する、各分野での急速なオンライン化の進展。
芝浦工業大学も教育・研究の歩みを止めること無く、全学を挙げた態勢でそれぞれの活動に取り組んでいます。

取り組みの一例

科目 曜日時限 今年度 昨年度
電子情報システム学科 3 年  選択科目 月曜 1 限 91.8% 82.2%

電子情報システム学科 2 年  必修科目 水曜 3 限 96.9% 89.7%

電子工学科 2 年  選択必修科目 月曜 2 限 99.1% 88.5%

電子工学科 2 年  選択必修科目 月曜 4 限 99% 96.6%

特集❶ 
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オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
距
離
が
縮
む
国
際
共
同
研
究

国
際
共
同
研
究
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
前
出
の
井
上
副
学
長
の
組
み
込
み
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
研
究
室
で
は
、
海
外
在
住
の
ポ
ス

ド
ク
研
究
員
が
研
究
の
進
捗
報
告
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ

に
も
参
加
し
、
学
生
た
ち
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
知
と
地
の
創
造
拠
点
」

と
し
て
、
企
業
の
課
題
解
決
に
貢
献

数
多
く
の
企
業
と
の
共
同
研
究
に
、
学
生
も
従
事

す
る
こ
と
が
芝
浦
工
大
の
教
育
・
研
究
の
特
長
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
解
析
の
充
実
に
よ
っ
て
今
後
の
実
験

を
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

内
村
裕
教
授
（
工
学
部
機
械
工
学
科
）
の
機
械
制

御
工
学
研
究
室
で
は
、
産
業
機
器
用
途
向
け
小
型
精

密
モ
ー
タ
ー
の
製
造
で
知
ら
れ
る
シ
チ
ズ
ン
千
葉
精

ポスドク研究員  アルジュハニ マーヒルさん 参加地 サウジアラビア

　はじめは、オンラインゼミ実施にあたり音声の質と遅延に不安があり
ました。しかし実際Web 会議システムを利用すると、円滑に進みました。
サウジアラビアから参加している私でも、特に離れているという感覚もな
く考えや発言を明確に共有できました。

　Web 会議システムは、1クリックでゼミへの参加や発表資料の共有を可能にするため、発表者の入れ替えやデ
バイスのセットアップに時間をかける事なく、効率的な実施で数十分余分に時間を確保でき、少人数ディスカッショ
ンの時間ができました。海外⼤学との交流、共同研究の場でも活用が期待できると考えます。反面、対面に比べ
て発言へのハードルも高く、自発的な行動が求められるとも感じました。

システム理工学専攻  修士２年  江原 翔瑠さん 参加地  日本 

密
（
株
）
の
依
頼
を
受
け
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
な
ど
に

使
わ
れ
る
ガ
ル
バ
ノ
ス
キ
ャ
ナ
の
制
御
性
向
上
の
共

同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ガ
ル
バ
ノ
ス
キ
ャ
ナ
に

は
、
レ
ー
ザ
ー
の
照
射
位
置
に
合
わ
せ
て
高
速
に
回

転
し
、
ミ
ラ
ー
先
端
の
し
な
り
や
ブ
レ
、
振
動
を
抑

え
て
指
定
の
角
度
で
静
止
す
る
こ
と
が
精
密
加
工
の

現
場
で
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

機
器
を
用
い
て
実
験
す
る
当
初
の
予
定
を
変
更

し
、
5
月
の
連
休
明
け
か
ら
学
生
を
交
え
た
打
合
せ

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
学
生
、
内
村
教
授
そ
れ
ぞ

れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
ガ
ル
バ
ノ
ス
キ
ャ
ナ
の
制

御
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
シ
チ
ズ
ン
千
葉
精
密

（
株
）
側
で
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
と
併

せ
て
、
同
社
で
そ
の
モ
デ
ル
を
実
機
に
実
装
し
て
動

作
結
果
を
研
究
室
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。
研
究
室
は

受
け
取
っ
た
結
果
を
解
析
し
、
さ
ら
に
制
御
対
象
を

最
適
化
、
と
い
う
工
程
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
研
究
が
進
め
ば
、
研
究
室
で
も
制
御
装
置

に
実
装
し
て
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
モ
デ
ル

化
に
際
し
て
は
、
想
定
し
な
い
動
作
を
機
械
学
習
で

学
習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
乱
（
制
御
を
乱
す
外

的
要
因
）
を
避
け
、
制
御
の
安
定
化
を
図
る
最
先
端

の
手
法
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

逆
境
を
順
境
に
変
え
る

村
上
学
長
は
4
月
27
日
に
学
生
に
宛
て
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
時
に
ペ
ス
ト

大
流
行
に
出
合
っ
た
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

三
大
業
績
に
つ
い
て
触
れ
、ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー

チ
ル
の
言
葉
を
添
え
て
次
の
よ
う
に
学
生
を
激
励
し

て
い
ま
す
。

「
人
間
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る
力

が
あ
り
ま
す
。
苦
し
い
時
に
も
、
希
望
の
光
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
学
生
の

と
き
に
ペ
ス
ト
の
大
流
行
に
出
合
い
ま
す
。
大
学
は

閉
鎖
に
な
り
、
田
舎
に
戻
り
ま
し
た
が
、
閉
鎖
期
間

は
1
年
半
に
及
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
、
こ
の

隠
匿
の
期
間
に
、
そ
の
人
生
に
お
け
る
三
大
業
績
を

成
し
遂
げ
ま
す
。
万
有
引
力
の
法
則
の
発
見
、
光
学

理
論
の
確
立
、
そ
し
て
、
微
積
分
法
の
発
明
で
す
。

人
は
日
常
と
は
違
う
環
境
に
い
る
と
き
、
思
わ
ぬ

発
見
を
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
日
常
と
は
違
う

環
境
の
い
ま
、
な
に
か
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
チ
ャ
ー
チ
ル
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
前
向
き
の
人
生
を
送
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

逆
境
を
順
境
に
変
え
る
。
そ
う
し
た
発
想
か
ら
芝

浦
工
業
大
学
は
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

常
に
改
革
を
進
め
る
大
学
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

学
生
が
協
働
す
る
「
教
職
学
協
働
」
の
授
業
運
営
・

改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
検
証
は
、
毎
年
の
自
己

点
検
･
評
価
、
教
員
・
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

学
生
の
学
習
到
達
度
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
授
業
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
S
C
O
T
）
な
ど
を

通
じ
て
行
い
、教
育
の
質
保
証
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

“The pessim
ist sees the difficulty 

in every opportunity.
The optim

ist sees the opportunity 

in every difficulty.”

　私立理工系大学でも屈指の国際共著率、そして
全国でも有数の、企業との共同研究件数を誇る芝
浦工業大学。このような状況下でも「知と地の創造
拠点」として、国際共同研究と産学連携研究を続
けている研究室の一部を紹介します。

「知と地の創造拠点」であり続ける
国際共同研究と企業との共同研究

研究の大転換

機械制御⼯学研究室�×�
シチズン千葉精密株式会社
（千葉県八千代市）

現代制御理論を生かしてガルバノス
キャナのモーター制御性向上を図る共
同研究。ガルバノスキャナは、レーザー
光をピンポイントに照射するためにミ
ラーを高速・高精度に走査・位置決め
するためのモーターで、レーザー加⼯な
どの精密加⼯に欠かせない制御装置。

ガルバノスキャナの
制御性向上のための研究

特集❶ ｜ 教育 ･ 研究  一大転換期の到来
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アメリカンフットボール部
主将　奥村 和剛さん

（機械機能工学科）

学生自治会
執行委員長　廣瀬 智也さん

（数理科学科）

変
わ
る
学
生
生
活

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
学
生
た
ち

例
年
の
学
生
自
治
会
は
、
3
月
下
旬
に
「
新
入

生
歓
迎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
主
催
し
、
新

入
生
へ
向
け
て
大
学
の
紹
介
や
先
輩
と
の
交
流
の

場
を
設
け
ま
す
。
5
月
に
は「
大
宮
祭
」へ
の
ブ
ー

ス
出
展
。
6
月
は
部
活
動
団
体
や
上
部
団
体
（
体

育
会
、
文
化
会
、
大
宮
祭
、
芝
浦
祭
、
学
生
自
治

体
）
が
集
ま
り
、
今
期
の
予
算
案
の
決
定
や
活
動

内
容
の
報
告
を
す
る
、年
に
一
度
の
「
学
生
大
会
」

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
に
お
け
る
活
動
が
制
限
さ

れ
る
な
か
、
S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
、

写
真
や
文
章
で
新
入
生
が
気
に
な
る
キ
ャ
ン
パ

ス
、
学
科
、
大
学
周
辺
の
飲
食
店
を
紹
介
し
、
新

入
生
の
不
安
を
取
り
除
こ
う
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

学
生
自
治
会
自
体
の
新
入
生
勧
誘
に
む
け
て
オ
ン

ラ
イ
ン
説
明
会
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト

が
遅
れ
て
新
入
生
を
う
ま
く
勧
誘
で
き
て
お
ら

ず
、
課
題
が
残
り
ま
す
。

毎
年
例
年
２
月
上
旬
か
ら
新
チ
ー
ム
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
、
活
動
の
基
本
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
練

習
試
合
な
ど
で
チ
ー
ム
の
力
を
高
め
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
新
入
生
の
勧
誘
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
週
3
回
の
予
定
で
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
に
活
動
方
針

を
変
更
し
て
い
き
ま
し
た
。

監
督
を
含
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
課
題
と
対
策
を
考
え
ま
し
た
。
集
ま
れ
な

い
こ
と
で
部
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
生

じ
、
下
級
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
可
能

性
が
課
題
と
し
て
あ
が
り
、
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ

一
方
で
、
6
月
に
実
施
し
た
在
学
生
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
多
く
の
回
答
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
新
入
生
を
中
心
と
し
た
意
見
を

う
ま
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

主
に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
す
る
中
で
感
じ

た
問
題
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
入
学
以

来
一
度
も
登
校
で
き
て
い
な
い
新
入
生
か
ら
は
学

内
の
交
友
関
係
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
様
子
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
学
生
代

表
と
し
て
大
学
と
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。
常
に

状
況
や
環
境
は
変
化
し
て
お
り
、
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
学
生
自
治
会
一
丸
と
な
り
、
学

生
生
活
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

るZoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
週
1
回
設
定
。
練
習

の
代
わ
り
に
ア
メ
フ
ト
自
体
の
勉
強
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
で
き
て

い
な
か
っ
た
選
手
も
毎
週
出
る
よ
う
に
な
り
、
想

像
以
上
に
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
会
話
す
る
こ

と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
回
数
も
お
の
ず
と
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
面
に
よ
る
新
入
生
の
勧
誘
が
で
き
な

い
こ
と
に
対
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
S
N
S
を
利

用
し
て
、
部
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
試
合
時
の
動
画

を
公
開
し
た
り
、
ク
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

り
と
普
段
の
部
内
の
雰
囲
気
や
活
動
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
初
の

イ
ベ
ン
ト
か
ら
ど
ん
ど
ん
と
新
入
生
の
参
加
者
が

減
っ
て
し
ま
い
、
方
針
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
新
入
生
が
気
軽
に
先
輩
た
ち
へ
質
問
、
交

流
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
、
ア
メ
フ
ト
部
の
先
輩

と
一
緒
に
勉
強
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
計

画
し
、
ま
た
参
加
者
が
増
え
ま
し
た
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
普
段
の
暮
ら
し
が
ど

れ
だ
け
人
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
を
実
感
し
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、Zoom

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

を
通
じ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
大
変
さ
が
理
解
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
が

わ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
-
1
9
）
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
春
休
み
か
ら
課
外
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
2
0
2
0
年
前
期
の

授
業
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
、
原
則
と
し
て
大
学
へ
の
入
校
が
禁
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
変
化
し
た
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
学
生
自
治
会
と

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
活
動
を
中
心
に
特
集
し
ま
す
。

芝浦工業大学体育会
アメリカンフットボール部

学生自治会

“FIGHTING ENGINEERS”（略称：NEERS）
は、関東学生アメリカンフットボール連盟に所
属している。毎年 9 月から12 月の間にリーグ
戦を行い、現在は 3 部リーグに所属。通常の
練習は、大宮キャンパスに新しくできた第 2 グ
ラウンドで週に 4 回。その他にも、各パートで
集まりミーティング実施や、ウェイトトレーニング
を各自で行ない、2 部リーグ昇格を目指す。

芝浦工業大学在学生の会費をもとに、大学生活をよりよくする
ための企画の立案、実施をする団体。現在 2 年生から 4 年生で、
145 人が所属している。各イベントの開催や参加に加え、週に
一度の「定例会」では、学生から寄せられた意見や要望をもとに、
自治会で今後行っていく企画を検討する。2017 年度から工学
部、システム理工学部の自治会が統合し、さらにデザイン工学
部、建築学部も加わり、全学部統一となり、過去最大規模となる。

日
常
の
変
化
へ
柔
軟
に
対
応
す
る

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

改
め
て
実
感
す
る
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

特集２ コロナ禍に対応する学生たち 　　 変わる学生生活

2019 年度学生大会 全体集合写真

2019 年度 新入生歓迎オリエンテーション

2019 年度 試合の様子

2019 年度 集合写真
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卒業生の「今」

人にも仕事にもじっくり向き合う

小川 達生さん

IT 業界に 40 年以上携わり、技術者そして経営者として経験を積んできた小川さん。技術者として仕事が楽しいと感じ
る瞬間、人材育成での経験、会社を経営するという難しさ。小川さんの IT 業界での経験から見えてくる業界の歴史や、
仕事への向き合い方とは。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

株式会社日新コンピュータシステム　
取締役会長

● 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
機
械
を
動
か
す

　
「
機
械
に
は
動
か
す
た
め
の
指
示
を
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
重
要
」
だ
と
、
学
生
時
代

に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
魅
力
を
感
じ
、
現
在
は

取
締
役
会
長
と
し
て
経
営
に
携
わ
る
I
T

企
業
、
株
式
会
社
日
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
に
入
社
し
た
。
1
9
6
7
年
創
業

の
同
社
は
、
50
年
生
き
残
っ
て
い
れ
ば
相
当

長
生
き
だ
と
言
わ
れ
る
業
界
の
中
で
、
日

本
I
T
産
業
の
黎
明
期
か
ら
存
在
す
る
か

な
り
の
古
株
だ
。
創
業
社
長
の
頃
か
ら
「
会

社
を
大
き
く
し
す
ぎ
な
い
」
と
経
営
方
針
が

決
め
ら
れ
、
小
川
さ
ん
が
入
社
し
た
当
時
か

ら
４
代
目
社
長
に
就
任
、
現
在
の
会
長
職

に
至
る
ま
で
、
変
わ
ら
ず
1
0
0
人
か
ら

1
8
0
人
程
度
の
従
業
員
数
規
模
の
会
社

だ
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
面
白
み
を
語
る
笑

顔
は
、技
術
者
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

経
営
の
面
白
み
が
わ
か
っ
て
き
た
社
長
時
代

の
話
、
採
用
し
た
人
材
が
生
き
生
き
と
活
躍

し
た
と
き
の
人
材
育
成
の
話
、
母
校
の
学
生

を
多
く
採
用
し
育
成
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

学
生
の
就
労
支
援
を
し
た
い
と
い
う
卒
業
生

と
し
て
の
話
、
技
術
者
だ
け
で
は
な
い
側
面

に
対
応
し
て
き
た
話
も
多
く
あ
っ
た
。
常
に

物
事
に
じ
っ
く
り
取
り
組
み
、
楽
し
む
こ
と

を
忘
れ
な
い
姿
勢
が
、
新
し
い
技
術
・
ア
イ

デ
ア
を
常
に
求
め
ら
れ
る
I
T
業
界
へ
の

向
き
合
い
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

●  

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
魅
力

　

オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
だ
っ
た
高
校
生
時

代
、
音
響
機
器
を
学
ぼ
う
と
通
信
工
学
科
の

あ
る
芝
浦
工
業
大
学
に
入
学
し
た
。
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
（
機
械
）
に
興
味
が
あ
っ
た
小
川
さ

ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を

扱
う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
単
位
外
だ
っ
た
が
学
部

１
年
生
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し
活
動
し
て
い

た
。
学
部
4
年
生
で
卒
業
研
究
を
行
う
研
究

室
に
配
属
さ
れ
た
と
き
、
企
業
や
他
大
学
と

の
共
同
研
究
で
「
視
覚
障
害
者
向
け
の
点
字

を
金
属
板
か
ら
他
の
メ
デ
ィ
ア
へ
移
行
す

る
」
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
点
字

デ
ー
タ
の
読
み
込
み
や
出
力
を
す
る
機
械
に

指
示
を
出
す
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
製
作
に
人
気
が
集
ま
っ
た
が
、
た
ま
た
ま

じ
ゃ
ん
け
ん
に
負
け
た
小
川
さ
ん
が
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
は
O
S
す
ら
ま
と
も
に
無
い
時

代
。
発
売
さ
れ
て
い
た
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
搭
載
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
製
の
O
S
を

逆
ア
ッ
セ
ン
ブ
ル
し
て
作
成
し
た
。
実
際
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
動
か
し
た
と
き
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
は
動
か
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
I
T
企

業
へ
就
職
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

　
入
社
当
時
は
、
一
般
企
業
の
業
務
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
始
め
た
時
代
。
何
を

す
る
に
し
て
も
初
め
て
の
導
入
で
、
依
頼
す

る
側
も
何
を
シ
ス
テ
ム
化
す
れ
ば
業
務
負
担

を
減
ら
せ
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
手
探
り
の

状
態
だ
っ
た
。
特
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
入

社
２
年
目
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
任

さ
れ
た
、
都
立
病
院
の
各
種
シ
ス
テ
ム
導
入

案
件
。
６
年
携
わ
っ
た
こ
の
仕
事
で
は
、
患

者
の
予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
検
査
結
果
、
処

方
箋
発
行
な
ど
、
現
在
の
病
院
シ
ス
テ
ム
運

営
の
基
礎
を
作
り
、
全
国
の
病
院
に
広
ま
っ

た
。
医
者
か
ら
、「
診
察
が
便
利
に
な
っ
た
」

と
聞
け
ば
自
身
の
体
の
診
察
中
に
「
私
が

作
っ
た
ん
で
す
」
と
話
が
盛
り
上
が
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
、
利
用
者
か
ら
の
言
葉
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
た
。

●  

技
術
者
か
ら
経
営
者
へ

　
技
術
者
志
向
で
現
場
が
好
き
だ
っ
た
小
川

さ
ん
だ
が
、
40
歳
に
な
る
こ
ろ
２
代
目
社
長

が
倒
れ
、
急
に
経
営
陣
か
ら
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
。
ま
ず
は
役
員
と
な
り
、
３
代
目
社

長
の
経
営
を
見
な
が
ら
56
歳
の
こ
ろ
に
4
代

目
社
長
と
し
て
就
任
し
た
。
3
代
目
の
仕
事

を
見
る
時
間
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
就
任
当

初
は
社
長
と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
手

探
り
状
態
。
ま
ず
は
、
3
代
目
が
作
っ
て
来

た
経
営
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
ぞ
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
自
身

が
技
術
者
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

た
「
ユ
ー
ザ
ー
の
声
」
が
、
直
接
現
場
に
行

か
な
く
と
も
仕
事
が
で
き
て
し
ま
う
環
境
で

は
な
か
な
か
聞
こ
え
ず
、
も
っ
た
い
な
い
と

常
々
思
っ
て
い
た
。
当
時
最
先
端
だ
っ
た

i
p
a
d
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
成
企
画

を
社
内
公
募
し
、
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開
催
。

採
用
さ
れ
た
、「
i
p
a
d
か
ら
遠
隔
地
の

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
に
写
真
や
簡
単
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
受
信
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
自
社
開
発
し
た
。
正
直
、
売
れ
行
き

は
良
く
な
く
赤
字
だ
っ
た
が
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
直

接
得
ら
れ
る
こ
と
で
、
社
員
に
笑
顔
が
増
え

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
。「
経
営
と

は
こ
う
い
う
も
の
か
」
と
面
白
み
を
感
じ
ら

れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
自
分
ら
し
い
経
営
施

策
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
、
60
歳
に
な
っ
た
こ

ろ
だ
っ
た
。

●  

人
材
育
成
も
事
業
展
開
も 

じ
っ
く
り
見
据
え
て

　
社
長
就
任
以
来
、
芝
浦
工
業
大
学
の
卒
業

生
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
人
材
育
成

へ
の
考
え
方
は
、「
必
ず
人
に
は
う
ま
く
は

ま
る
仕
事
が
あ
る
。
そ
れ
が
見
つ
か
る
ま
で

長
い
目
で
見
て
育
て
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

理
工
系
の
大
学
院
を
卒
業
し
た
社
員
が
技
術

部
門
で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
が
、
８
年
後
に
営

業
支
援
へ
配
属
し
た
ら
才
能
が
開
花
し
た
こ

と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、

今
後
は
卒
業
生
組
織
で
あ
る
校
友
会
の
在
校

生
就
職
支
援
委
員
と
し
て
、
じ
っ
く
り
学
生

を
支
援
し
て
い
く
。

　
会
社
の
事
業
も
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、

舵
取
り
を
す
る
必
要
あ
る
。
入
社
当
初
の
会

社
は
製
造
業
の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
力
を

入
れ
て
い
た
が
、
工
場
が
海
外
に
移
る
こ
と

を
見
据
え
て
、
保
険
な
ど
の
金
融
シ
ス
テ
ム

に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
今
、

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
な
の
か
、
決
断
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。

こ
の
難
局
の
な
か
、
社
長
か
ら
会
長
へ
と
会

社
で
の
役
割
を
変
え
た
今
は
、
社
長
の
決
断

を
支
援
し
て
い
く
。

TATSUO Ogawa

1976 年 3月　通信工学科卒業

社内ボーリング大会で従業員と　（右端）

創立 50 周年記念式典　小川社長挨拶（当時）
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の
重
要
性
の
説
明
や
技
能
者
を
正
当
に
評
価
す
る

C
C
U
S
※
な
ど
の
取
り
組
み
を
続
け
な
く
て

な
ら
な
い
」
と
い
う
。

一
方
、
個
人
事
業
主
と
し
て
の
一
人
親
方
は
、

労
働
基
準
法
の
対
象
外
と
な
る
こ
と
か
ら
労
働
時

間
の
概
念
が
あ
ま
り
無
い
。
働
け
れ
ば
働
く
ほ
ど

お
金
を
も
ら
え
る
か
ら
と
い
う
考
え
で
週
末
も
働

い
て
い
る
者
も
多
い
。

た
だ
し
、
デ
ー
タ
を
取
っ
て
み
る
と
驚
く
事
実

が
判
明
す
る
。
蟹
澤
教
授
に
よ
る
と
、
実
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
働
い
て
、
週
末
を
し
っ
か
り

休
ん
で
い
る
人
の
方
が
、
年
間
実
労
働
時
間
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
個
人
事
業
主
の
場

合
仕
事
が
無
い
時
は
平
日
で
も
数
日
連
続
し
て
休

む
こ
と
が
あ
り
、
繁
閑
の
波
が
大
き
い
。
ま
た
、

一
日
働
い
て
い
く
ら
と
い
う
働
き
方
は
、
建
設
業

で
は
法
律
上
望
ま
し
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
よ
り
「
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
」と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
蟹
澤
教
授
は「
実

際
現
場
の
話
を
何
度
も
聞
い
た
り
（
最
初
は
本
音

を
言
っ
て
く
れ
な
い
が
）、
法
律
を
良
く
調
べ
た

り
す
る
と
、
こ
れ
が
完
全
な
「
違
法
行
為
」
だ
と

こ
の
業
界
の
働
き
方
の
特
殊
性
を
表
す
形
態
が

あ
る
。
そ
れ
が
「
一
人
親
方
」
だ
。

建
設
業
を
中
心
に
、
労
働
者
を
雇
わ
ず
に
自
分

自
身
の
み
、
ま
た
は
自
分
自
身
と
そ
の
家
族
だ
け

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
は
一
般
的
に
「
一
人
親

方
」
と
呼
ば
れ
る
。

蟹
澤
教
授
は
「
一
人
親
方
の
中
で
も
個
人
事
業

主
の
『
本
当
の
親
方
』
と
本
来
社
員
と
し
て
雇
用

さ
れ
る
は
ず
の『
偽
の
親
方
』が
い
る
」と
い
う
。

ま
た
「
偽
の
親
方
に
は
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い

人
や
雇
用
保
険
に
未
加
入
の
人
が
多
く
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
仕
事
を
失
っ

た
場
合
に
何
の
給
付
金
も
受
け
取
れ
な
い
。
そ
う

い
っ
た
人
が
推
測
で
数
十
万
人
い
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

所
得
の
無
申
告
者
や
保
険
未
加
入
者
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。
日
本
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
た
め
全

員
社
会
保
険
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
が
、
そ
れ

を
無
視
す
る
人
も
い
れ
ば
、
見
か
け
の
収
入
が
低

い
た
め
免
除
さ
れ
た
り
す
る
人
が
お
り
、
税
金
や

保
険
料
を
払
わ
な
い
分
、
手
取
り
が
多
く
も
ら
え

て
喜
ん
で
い
る
人
も
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
だ
か

ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
社
会
保
険
加
入

SIT Academic Column 建設現場を「夢のある職場」に

建設現場を
「夢のある職 場」に

SIT Academic Column
建設現場に対してどういうイメージを抱えているだろう。おそらく3K「きつい、汚い、危険」というイメージが
少なくない。そのようなイメージが定着した背景には、さまざまな問題がある。さらに、昨今の新型コロナウ
イルスによる不安定な情勢もあり、業界の見通しは不透明だ。建設業の雇用問題および労働制度に詳しい建
築学部建築学科の蟹澤宏剛教授は、この機会に業界のあり方を見直す必要があるとしている。

「子どもを就職させたくない職業」から「夢のある職業」にする必要なこととは。

日
本
の
労
働
現
場
の
現
状
に
つ
い
て　

～
一
人
親
方
問
題
～

※
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
C
C
U
S
）
と
は
、
建

設
業
に
従
事
す
る
技
能
者
の
育
成
や
技
能
の
研
鑽
と
、
技
能
者
が

適
正
な
評
価
や
処
遇
を
享
受
で
き
る
よ
う
環
境
改
善
を
目
的
と
し

た
官
民
一
体
の
取
り
組
み
の
こ
と
。
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専門は建築生産システム、建築構法計画（特に木造
建築）。1995 年千葉大学大学院博士課程修了。博士（工
学）。現在、国土交通省社会保険推進・処遇改善連
絡協議会・座長、専門工事企業の施工能力の見える
化等に関する検討会・座長、建設業の一人親方に関
する検討会・座長、厚生労働省 墜落・転落防止対策
の充実強化に関する実務者会合・座長などを務めてい
る。2005 年芝浦工業大学工学部建築工学科（現建
築学部建築学科）准教授、2009 年教授、現在に至る。

し
た
者
が
特
定
技
能
と
し
て
在
留
を
許
可
さ
れ

る
。
技
能
実
習
と
違
っ
て
在
留
期
間
の
更
新
も
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

蟹
澤
教
授
は
「
外
国
の
人
材
を
大
事
に
し
、

日
本
に
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
制
度
を
整
え
、
日

本
人
と
同
じ
給
料
を
支
払
う
よ
う
に
処
遇
改
善
」

す
る
こ
と
を
長
年
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
競
争
力
の
強
化
、
建
設
業
の

み
な
ら
ず
各
業
界
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

大
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
の
多
く
は
現
場
の
こ

と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

彼
ら
は
将
来
、
職
人
を
監
督
す
る
立
場
に
な
る

者
が
多
い
。
し
か
し
、
も
の
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
知
ら
な
い
の
で
は
指
導
す
る
こ
と
も
、
現
場
を

ま
と
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
蟹
澤
教
授

の
研
究
室
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
基
本
を
現
場
で

学
び
、
自
ら
手
を
動
か
し
て
作
っ
て
み
る
経
験
を

さ
せ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
職
人
と
の
共
通

言
語
が
生
ま
れ
、
結
果
、
い
い
も
の
づ
く
り
が
実

現
す
る
の
だ
。
そ
れ
が
業
界
全
体
の
底
上
げ
に
も

つ
な
が
る
と
蟹
澤
教
授
は
話
す
。
そ
の
結
果
と
し

い
う
こ
と
が
10
年
間
を
か
け
て
や
っ
と
分
か
っ

た
」
と
い
う
。
今
後
は
法
制
度
の
改
正
も
含
め
た

国
全
体
で
の
是
正
の
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
一
気
に
顕
在
化
し
た
問
題

の
も
う
一
つ
は
「
外
国
人
労
働
者
」
だ
。

日
本
は
ず
っ
と
移
民
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た

が
、「
外
国
人
技
能
実
習
」
と
い
う
制
度
を
運
用

し
て
き
た
。
法
律
上
は
日
本
の
技
能
を
学
ぶ
と

て
、
蟹
澤
研
究
室
の
卒
業
生
は
就
職
し
た
企
業
、

特
に
現
場
で
の
評
価
が
高
い
と
い
う
。

蟹
澤
教
授
が
ア
メ
リ
カ
の
建
築
現
場
を
見
学
し

た
際
に
、
午
後
3
時
過
ぎ
に
現
場
に
「
職
人
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
」
と
い
う
光
景
が
衝
撃
的
だ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
公
共
工
事
で
は
、

税
金
を
投
入
し
て
い
る
の
で
、
働
く
人
は
基
本
的

に
「
ア
メ
リ
カ
人
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
労
働

協
約
に
よ
り
、「
朝
6
時
か
ら
夕
方
6
時
の
間
に

8
時
間
働
く
」
こ
と
と
職
種
別
の
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
残
業
代
は
1
分
で

も
定
時
を
超
え
る
と
賃
金
が
1.
5
倍
に
な
る
た

め
、
使
用
す
る
側
も
残
業
さ
せ
た
く
な
い
。
よ
っ

て
、
職
人
は
ゆ
っ
く
り
と
家
族
で
過
ご
す
時
間
も

多
く
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
賃
金
も
高
く
、
職

人
と
い
う
生
き
方
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。日

本
の
建
設
業
界
が
長
い
ユ
ニ
オ
ン
の
歴
史
を

持
つ
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
な
る
の
は
難
し
い
が
、

生
産
性
の
向
上
、
待
遇
の
改
善
、
若
手
の
育
成
、

構
造
上
の
改
善
は
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
法
制
度
の
運
用
上
で
曖
昧
な
点
を
な

く
す
必
要
が
あ
る
。
働
き
方
改
革
、
職
人
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
、
蟹
澤
教
授
は
理
想
の
業
界
の

実
現
に
向
か
っ
て
、〝
学
者
の
机
上
の
空
論
〟
で

は
な
く
、
現
場
に
足
を
運
ん
で
現
場
で
し
か
分
か

ら
な
い
こ
と
に
耳
を
傾
け
る
。
一
方
で
国
土
交
通

省
の
審
議
会
等
で
多
く
の
専
門
委
員
や
座
長
を
務

め
、
国
レ
ベ
ル
で
法
制
度
の
改
正
な
ど
に
取
り
組

む
な
ど
、
両
方
の
視
点
か
ら
世
の
中
を
動
か
そ
う

と
し
て
い
る
。

蟹
澤
教
授
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
顕
在
化
し
、
ピ
ン
チ
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
業
界
全
体
で
改
革
に
取
り
組
み
、「
夢

の
あ
る
業
界
」
を
目
指
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て

い
る
。

い
う
目
的
で
来
日
す
る
も
の
の
実
際
は
「
ワ
ー

カ
ー
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日

本
国
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

た
。
発
展
途
上
国
か
ら
来
日
す
る
実
習
生
の
ほ
と

ん
ど
は
、
各
地
域
の
最
低
賃
金
で
働
く
が
、
母
国

が
発
展
し
て
所
得
水
準
が
上
が
る
と
来
る
必
用

が
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
労
働
力
の
確

保
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、

2
0
1
9
年
に
「
特
定
技
能
」
と
い
う
新
し
い
制

度
を
導
入
し
、「
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
来
日
滞
在

で
き
る
在
留
資
格
が
創
設
さ
れ
た
。

一
定
の
技
能
お
よ
び
日
本
語
能
力
基
準
を
満
た

蟹澤 宏剛 教授
建築学部建築学科

profile

研究室の夏合宿
学部生から大学院生まで総勢 40 人余りで泊まり込んでのものづくり合宿。
後ろの民家の窓格子がこの年の作品の一つ。

英国の CSCS カードシステム
英国では建設現場で働く人が職能と能力に応じたカードと所持することが義務
づけられている。10 年ほど前の調査でその存在を知り、以来研究を続けてきた。
日本の CCUS の手本となったシステムである。

学生が制作した椅子、テーブル、カウンター
夏合宿で佐渡の酒造の試飲室のために制作した家具。デザインから制作
まで全てを学生が行う。木を曲げる、捻るなど、木を知らないとできない
デザイン。

蟹
澤
研
究
室
の
モ
ッ
ト
ー

「
も
の
づ
く
り
を
大
切
に
す
る
教
育
現
場
」

海
外
の
建
設
現
場
に
は
、

理
想
の
姿
が
あ
る

外
国
人
と
と
も
に
働
け
る
環
境
へ

SIT Academic Column 建設現場を「夢のある職場」に
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

卒業者
数

大学院
進学　

就職者
数

進学・
就職以外

合計 合計 合計

学
部

工
学
部

機械工学科 103 39 58 6

機械機能工学科 109 34 74 1

材料工学科 95 32 61 2

応用化学科 85 39 43 3

電気工学科 80 19 58 3

通信工学科 90 16 69 5

電子工学科 83 37 46 0

土木工学科 94 16 74 4

建築学科 109 32 75 2

建築工学科 122 57 59 6

情報工学科 95 28 65 2

学部計 1,065 349 682 34 

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部

電子情報システム学科 107 15 86 6

機械制御システム学科 94 38 55 1

環境システム学科 88 20 68 0

生命科学科 100 35 60 5

生命科学コース 51 14 34 3

生命医工学コース 49 21 26 2

数理科学科 63 17 41 5

学部計 452 125 310 17

デ
ザ
イ
ン
工
学
部

デザイン工学科 163 34 123 6

建築・空間デザイン領域 47 16 30 1

エンジニアリングデザイン領域
（メカトロニクスシステム・組込みソフトウェア分野） 39 10 28 1

エンジニアリングデザイン領域
（生産システムデザイン分野） 37 4 33 0

プロダクトデザイン領域 40 4 32 4

学部計 163 34 123 6

学部全体 1,680 508 1115 57

大
学
院
理
工
学
研
究
科

電気電子情報工学専攻 110 2 102 6

材料工学専攻 34 34 0

応用化学専攻 39 39 0

機械工学専攻 84 1 78 5

建設工学専攻 134 2 119 13

システム理工学専攻 78 3 72 3

国際理工学専攻 7 4 3

修士課程全体 486 8 448 30

社名 人数 うち
女子

1 本田技研工業（株） 23 3

2 東日本旅客鉄道（株） 22

3 東海旅客鉄道（株） 19 2

4 （株）ＳＵＢＡＲＵ 16

5 キヤノン（株） 15 2

6 大和ハウス工業（株） 14 4

7
三菱電機（株） 13 3

ＮＥＣソリューションイノベータ（株） 13

9 （株）竹中工務店 12 2

10 ソフトバンク（株） 11 1

11

大成建設（株） 10 1

京セラ（株） 10

清水建設（株） 10

セイコーエプソン（株） 10

日本発条（株） 10

16 日本電気（株） 9

17

積水ハウス（株） 8 3

ＳＣＳＫ（株） 8

（株）ＮＴＴファシリティーズ 8 1

20

日産自動車（株） 7

スタンレー電気（株） 7

戸田建設（株） 7 3

伊藤忠テクノソリューションズ（株） 7 1

（株）フジタ 7 1

25

パナソニック（株） 6 3

ダイキン工業（株） 6 2

鹿島建設（株） 6 3

（株）大林組 6 2

（株）長谷工コーポレーション 6 1

マイクロンメモリジャパン合同会社 6 2

西松建設（株） 6

（株）日立システムズ 6 2

（株）オカムラ 6 2

芝
浦
工
業
大
学

2019年度
課外活動奨励金団体および個人
1 年間で顕著な活躍をした団体・個人を表彰します。

自動車部

軽音楽部

S.R.D.C.

空手道部場助っ人

ロボット遊交部からくり

硬式庭球部

■全日本学生ジムカーナ選手権大会準優勝
■全関東学生ジムカーナ選手権大会優勝 
    【個人の部】高橋 響さん
■全日本学生ジムカーナ選手権大会 ( 個人 ) 優勝
■全関東学生ジムカーナ選手権大会 ( 個人 ) 準優勝

■第 50 回山野ビッグバンドジャズコンテスト東日本予選 5 位
■第 50 回山野ビッグバンドジャズコンテスト16 位、
■ベストランクアップ賞、第 51 回本選出場シード権獲得

■大宮キャンパス内ペットボトルキャップ回収リサイクル
■大宮祭「松ぼっくりツリー」作製
■さいたま市「みどりの祭典」にて松ぼっくり工作体験

■ 第 26 回かわさきロボット競技大会  個人優勝  他 11 名入賞
■ 第 7 回日の出杯　個人準優勝＆ 3 位 
【個人の部】岡野 瑛飛さん

■ 第 26 回かわさきロボット競技大会　個人優勝

■  ( 一財 ) 学生サポートセンター 
第 17 回学生ボランティア団体助成事業採択

■ 学内・さいたま市内における小学生・地域向け工作教室等の
開催・協力

■ 関東理工科大学硬式庭球連盟・ 
男子団体リーグ 2 部優勝、1 部昇格

■ 関東理工科大学硬式庭球連盟・ 
女子団体リーグ 10 部優勝、9 部昇格

【個人の部】 橋本 侑果さん
■ 全日本理工科系大学空手道選手権大会　 

女子 ( 個人 ) 形の部　3 位

2019 年進路結果 就職先企業ランキング 25

就
職
希
望
者
の

就
職
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て

就
職
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

就
職
希
望
者
の
就
職
率
1
0
0
％
を
目
指

し
て
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
充

実
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
、
大
学

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

「
卒
業
生
企
業
役
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
面
接
実
践
演
習
」
な
ど
、

芝
浦
工
業
大
学
校
友
会
と
も
積
極
的
に
連

携
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
活
動
本
番

前
に
O
B
・
O
G
と
接
点
を
持
ち
仕
事
研

究
を
行
う
「
仕
事
研
究
フ
ェ
ア
」
や
学
内

合
同
企
業
説
明
会
な
ど
を
開
催
、
新
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
運
用
な
ど
、

学
生
へ
の
情
報
提
供
を
的
確
か
つ
迅
速
に

情
報
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
意
識
し
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や

留
学
生
向
け
の
各
種
講
座
開
催
や
情
報
発

信
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
名

４
０
０
社
へ
の
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
は
向
上

し
、
大
学
全
体
で
９
７.
３
％
と
い
う
高
い

就
職
率
を
達
成
し
ま
し
た
。

21 20



芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

2020.8.25�Vol.36�学校法人芝浦⼯業⼤学�経営企画部�企画広報課�東京都港区芝浦３-9-14��TEL:�03-6722-2900�E-mail:�koho@ow.shibaura-it.ac.jp ※本紙中の社名ならびに商標は各団体や各企業に属します。�

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
業
大
学

芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学

校
で
は
、
卒
業
後
に
理
工
系
大
学
に

進
学
し
た
女
子
学
生
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
校
説
明
会
を

「SH
IBAU

RA G
IRLS’ N

IG
H
T

」
と

名
付
け
、
５
月
15
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
芝
浦
工
業

大
学
の
学
生
が
登
場
す
る
説
明
会
は
、

初
め
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
高
校
で

は
2
0
1
7
年
度
よ
り
女
子
生
徒
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
、
女
子
生
徒
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
中
学
で

は
2
0
2
1
年
度
よ
り
女
子
生
徒
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
注
目
が
集
ま
っ
て

お
り
、
中
学
入
試
志
願
者
1
1
4
組

2
4
3
名
、
高
校
入
試
志
願
者
8
組

20
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
校
長
挨
拶
、
教
育
内
容

の
紹
介
、
理
工
系
女
子
大
学
生
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
利
用

し
た
質
疑
応
答
、
希
望
者
へ
は
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ムZoom

の
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

１
対
１
の
個
別
相
談
な
ど
、
画
面
切
り

替
え
の
多
い
飽
き
さ
せ

な
い
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、

制
服
に
つ
い
て
や
、
男

子
生
徒
が
多
い
な
か
で

ど
の
よ
う
な
部
活
に
参

加
し
た
か
な
ど
、
女
子

志
願
者
な
ら
で
は
の
質

問
も
多
く
、
小
さ
な
不

安
も
気
軽
に
聞
く
こ
と

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

６
月
９
日
、
芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学

校
は
、
学
校
説
明
会
を
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
昨

年
よ
り
１
０
０
名
以
上
多
い
２
７
２
名

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
か
ら
も

２
割
ほ
ど
視
聴
さ
れ
て
お
り
、
地
域
別

の
参
加
者
を
投
票
機
能
の
利
用
に
よ
り

正
確
に
把
握
で
き
ま
し
た
。

例
年
の
説
明
会
で
は
、
学
校
説
明
後

に
学
校
見
学
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
チ
ャ
ッ
ト
で
の
質
問
の
時
間
を

ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ

ン
が
主
催
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「AW
S Robot D

elivery C
hallenge

」

に
内
村
裕
教
授（
工
学
部
機
械
工
学
科
）

の
研
究
室
の
学
生
8
人
が
2
チ
ー
ム
に

別
れ
て
出
場
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
予

選
を
1
位
と
2
位
で
通
過
し
ま
し
た
。

全
国
の
高
校
、
高
専
、
大
学
、
大
学
院
、

専
門
学
校
か
ら
全
1
1
8
チ
ー
ム
が

長
く
設
け
ま
し
た
。
質
問
の
回
答
を
参

加
者
全
員
で
共
有
し
た
こ
と
に
よ
り
、

学
校
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
休
校

期
間
中
の
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
学
習
体

制
を
説
明
し
、
参
加
者
の
不
安
を
払
拭

し
ま
し
た
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
や
チ
ャ
ッ
ト
で

の
質
問
受
付
な
ど
、Zoom

説
明
会
な

ら
で
は
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能

の
活
用
で
、
先
生
や
学
校
が
と
て
も
親

し
み
や
す
く
感
じ
ま
し
た
。」
と
参
加

者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
学
園
祭
を
一
般
公
開
し
な

い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
受

験
生
に
生
徒
の
生
の
声
や
部
活
動
の
様

子
な
ど
を
伝
え
た
い
と
し
、
秋
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の
学
校
W
e
b
サ

イ
ト
を
見
て
学
校
の
雰
囲
気
な
ど
知
る

機
会
に
し
て
頂
き
た
い
と
、
入
試
広
報

部
長
の
中
村
圭
教
諭
は
述
べ
ま
し
た
。

参
加
し
、
3
位
か
ら
12
位
が
0.
6
秒

の
間
に
ひ
し
め
く
中
、
3
位
以
下
に
4

秒
以
上
の
差
を
つ
け
て
の
予
選
通
過
と

な
り
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
規
定
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
無
線
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
制
御
し
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

街
に
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
走
ら
せ
、

コ
ー
ス
各
所
に
点
在
す
る
住
宅
に
所
定

の
商
品
を
届
け
る
ま
で
の
タ
イ
ム
の
速

さ
を
競
い
ま
す
。
予
選
は
4
月
30
日
締

め
切
り
で
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
を
提
出
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
の
自
宅
待
機

中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
チ
ー
ム
編
成
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
走
行
練
習
や

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
改
良
で
タ
イ
ム
ア
ッ

プ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
チ
ー

ム
は
今
後
、
9
月
15
日
に
行
わ
れ
る
実

機
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
本
戦
に
臨
み

ま
す
。

「
S
I
T 

5
U
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
w
i
t
h 

コ
ロ
ナ
/
a
f
t
e
r

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
教
職
学
協
働
〜
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
学
生
の
登
校
に
制
限
が
あ
る
中
で
、

工
学
へ
の
興
味
を
醸
成
で
き
る
講
座
や

家
の
中
で
で
き
る
運
動
の
機
会
な
ど
を

提
供
し
た
い
と
芝
浦
工
業
大
学
の
若
手

職
員
が
企
画
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

7
月
3
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
セ
ミ

ナ
ー
は
、
①
理
工
学
、
②
運
動
・
カ
ル

チ
ャ
ー
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
、
④
産
学
連

携
、⑤
キ
ャ
ン
パ
ス
映
像
製
作
の
5
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

留
学
生
に
よ
る
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー
、
陸

上
部
員
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
、

健
康
的
な
食
生
活
の
実
践
法
を
生
命
科

学
科
教
員
か
ら
学
ぶ
な
ど
、各
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
は
学
生
団
体
、
教
員
、
職
員
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
本
学
が
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
2
0
2
7
年
に
向
け

て
設
定
し
た
５
つ
の
目
標
（Centennial 

SIT Action

）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
教
職

学
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
を
目
指
し
、

学
生
、
教
員
、
職
員
が
一
体
と
な
り
、

教
育
、
研
究
お
よ
び
大
学
運
営
を
協
働

で
推
進
す
る
活
動
の
一
環
で
す
。

登
校
制
限
中
の
芝
浦
工
大
生
へ
向
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
教
職
学
協
働
で
開
始

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催

中
高
完
全
共
学
化
に
向
け
た
女
子
生
徒
募
集
説
明
会  

ガ
ー
ル
ズ
ナ
イ
ト
開
催

ア
マ
ゾ
ン
主
催
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
予
選
で
1
、
2
位
を
独
占

理工系女子大学生へオンラインインタビュー
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教育･研究 一大転換期の到来
　　「逆境を順境に変える」芝浦工大のたゆまぬ前進


